
　
正
月
ら
し
さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
近

頃
で
す
が
、
せ
っ
か
く
の
新
年
で
す
。

一
年
の
は
じ
ま
り
を
新
鮮
な
気
持
ち
で

縁
起
良
く
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に
初
詣

に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

釜
石
で
初
詣
と
い
え
ば
釜
石
大
観
音
と

尾
崎
神
社
が
有
名
で
す
が
、
昔
は
初
詣

と
い
え
ば
氏
神
様
や
そ
の
年
の
恵
方
に

あ
る
神
社
仏
閣
に
お
詣
り
す
る
の
が
習

慣
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
特
集
第

二
弾
。
か
だ
っ
て
タ
イ
ム
ス
編
集
部
ス

タ
ッ
フ
が
紹
介
す
る
《
私
の
地
元
の
初

詣
ス
ポ
ッ
ト
》
を
お
届
け
し
ま
す
。

◇
鵜
住
神
社

元
禄
三
年
の
勧
請
と
い
う
か
ら
三
百
二

十
年
余
の
歴
史
あ
る
神
社
で
す
。
大
晦

日
の
夜
に
は
鵜
住
居
虎
舞
の
奉
納
舞
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
釜
石
市
鵜
住
居
町
第
13
地
割
79
ー
２

　
　
　
℡
０
１
９
３
・
２
８
・
２
３
２
３

◇
天
照
御
祖
神
社

御
祭
神
は
天
照
大
神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
オ

オ
ミ
カ
ミ
）
さ
く
ら
祭
り
の
大
名
行
列

で
有
名
な
唐
丹
町
の
神
社
で
す
。

　
釜
石
市
唐
丹
町
字
片
岸
30
ー
１

　
　
℡
０
１
９
３
・
５
５
・
２
１
３
８

◇
八
雲
神
社

御
祭
神
は
素
戔
男
尊
（
ス
サ
ノ
ウ
ノ
ミ

コ
ト
）
八
百
年
余
の
歴
史
を
持
つ
釜
石

の
総
鎮
守
。
年
越
し
の
参
拝
客
に
は
境

内
で
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

　
釜
石
市
八
雲
町
12
ー
３

　
　
℡
０
１
９
３
・
２
３
・
６
７
０
９

賽
銭
箱
の
前
で
、神
様
へ
お
供
え
物
と

し
て
お
賽
銭
を
奉
納
し
、身
に
つ
い
た

厄
を
払
い
、手
を
合
わ
せ
る
参
拝
を
、社

頭
参
拝
と
い
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、社
頭

参
拝
の
順
序
や
注
意
点
な
ど
を
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

１
、賽
銭
箱
の
前
で
姿
勢
を
正
し
ま
す
。

２
、軽
く
会
釈
を
し
て
鈴
の
緒
を
振
り
、

邪
気
を
祓
い
ま
す
。

３
、お
賽
銭
を
奉
納

４
、※

二
拝（
２
回
深
く
お
辞
儀
）二
拍

手（
２
回
拍
手
）一
拝（
１
回
深
く
お
辞

儀
）参
拝
を
終
え
た
後
は
、軽
く
一
礼
し

て
神
前
を
去
り
ま
す
。

寺
社
に
よ
っ
て
は
、二
拝
四
拍
手
一
拝

な
ど
形
式
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。気
に
な
る
場
合
は
、神
社
に
あ
る
案
内

版
を
確
認
し
た
り
、神
主
さ
ん
に
聞
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

神
社
で
の
参
拝
の
作
法
を
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
、心
を
こ
め
て
す
る
所
作
は
、

見
て
い
て
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
も
の

で
す
。ぜ
ひ
マ
ス
タ
ー
し
て
参
拝
し
ま

し
ょ
う
。

初
詣
の
作
法
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
初
詣
大
特
集

108の煩悩の数だけつかれる除夜の鐘を聞きながらの初詣もまたよきかな

釜
石
市
大
只
越
町
一
ー
一
ー
一

℡
０
１
９
３
・
２
２
・
４
０
８
０

釜
石
市
唐
丹
町
字
小
白
浜
四
五
三

℡
０
１
９
３
・
５
５
・
２
１
７
４

釜
石
市
鵜
住
居
町
十
三
地
割
八
十
八

℡
０
１
９
３
・
２
８
・
３
３
０
０

釜
石
市
甲
子
町
十
地
割
十
八

℡
０
１
９
３
・
２
３
・
５
９
５
６

明
峰
山

石
応
禅
寺

海
中
山

盛
岩
寺

清
涼
山 

常
楽
寺

釜
石
山

正
福
寺


